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　　　    巻　頭　言 
いつまでも変わらないもの
副院長　小　川　隆　義
　先日NHKテレビで「大草原の小さな家」を見ました。西部開拓時代の1870年～1880年代の
アメリカを舞台にした番組であり、私が見た回は両親と小さな娘 3人が草原の火事やインディ
アンとの対応などを力を合わせて乗り切っていく物語でした。家族には会話があり、それぞ
れが気を配りながら相手の気持ちを推し量り生活している姿は大変微笑ましいもので、私の
気持ちも自然と和んでいました。
　さて、現実に目を向けますと、テレビ、パソコン、インターネット、ゲーム機、携帯電話
などの普及は、家族間の会話を奪い去り、以前は直接電話でお話しすべきことも「メール読
んでおいて」で済ますようになっている風潮があります。このような傾向は相手の都合や痛
みを考えず自分本位な姿勢を生み、一部は「学校でのいじめ」や「幼児虐待」に、一部は「振
り込め詐欺」や「凶悪事件」に発展しているのではと思います。
　医療の世界でもこの傾向はあり、私が医者になった頃は何か他科の先生に聞きたいことや
教えて頂きたいことがあると、まずその先生のスケジュールを確認し、居られる場所に直接
出向き、少し時間ができたのではと思われるまで待ってから声を掛けるというものでした。
しかし、現在では診察中でも直接ピッチで「今ちょっといいですか」と掛けてこられること
がほとんどです。相手を慮ることができない人間が患者さん相手の医療ができるとは思えま
せん。
　私は1954年生まれですが、テレビ放送が始まったのが1953年であり、物心ついた時は自宅
にはまだテレビなどありませんでした。今考えますと、情報化など新聞、ラジオ位しか無い
時代であり、時間もゆっくり流れ、子供同士の遊びも独創的で、会話の中に楽しみ、相手を
いたわる気持ちがあったように思われます。
　アメリカ20州以上に渡りアーミッシュというドイツ系移民宗教集団がいるのはご存じで
しょうか。宗教上の問題で移民当時の生活様式を保持し、農耕や牧畜によって自給自足生活
をしている人達です。彼らは電気は勿論電話、自動車などの現代の技術による機器を生活に
導入することを基本的には拒み、大家族で住み、家を建てるのもそれぞれの家族が共同で行
い、「怒ってはいけない」、「喧嘩をしてはいけない」、「化粧はしてはいけない」、「読書は聖書
のみ」などの規律のもと集団で生活しています。しかし新しい技術も自らのアイデンティティ
を喪失しないかどうか慎重に検討した上で必要なもののみ導入しているとのことです。
　現代でも都会で仕事をしていた人が、定年後田舎を求め農作業生活に憧れるというのは、
ある意味情報化社会に疲れてということがあるのかも知れません。
　医学の進歩は必要ですが、せめて相手を思いやる心はいつまでも昔のままでいて欲しいと
思う毎日です。
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